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生菰支ﾉ1面の弾性特性に一っい<

特許庁mm.　o松縄正登　　共立を短大　三田利紀恵　山口正隆

被゛服　117

　目的　生詠は戻ﾉ黄。脂肪組織、筋肉、骨格なrゐヽぶ成り立っており. 皮曾面とその下部

組緩を捉え､ても生休部狼によりその今^的薦成は趣t異にしてねリ同じ筋肉系であっズt

その稜類により弾性特性ばM.なる唇のと撹察される。次ﾉ書面に直雄外正子で瓜t加え、そ

の賭の外凰ﾋ｡皮ﾉ曾面のへこみ釆きヒの関係の測定より、一般に良ﾉ書面はヒ入テ仁シ大鋳性

をk j るも<n と考んぶれ･でぃる。いままぞ、皮ﾉ驀面の弾祉梼性に関-する研究は、感圧雀チ

t 帛いて測定した衣服瓜の軟正方法に間連して示唆さ友戈きたif、皮肩面の各部痙におけ

ろ弁性持性t丸める研究はきわめて少なかった。そこぞ永研密においてほ、皮M 面の弾性

特杜吃捉えるこ乙t.第／の旨的とし、その弾妓持性と皮゛F 組廸｀との関連性叱甑ること｡£第
Z.のa 的と一 る̂。

　方砥　まず、£詠皮爽iSi の各抑位に適宜Pai隔でマーキング付紐いし欠に円赦状のフ･ラン

ジャ文房々に良膚≪!に対して垂Aに近づヽけなか'S 柵動きせ、そのじきの良ﾉ舞面の変形ヒそ

の良肩圧丈μ､力計で銃升取り記籤した。同厳に、同一計測£におけるA. 幽厚更皮f脂肪計
左用いて測定し配miｲ糸叔なじ弾性湘±は、データ解析によ') 4＆した。

　結夙　艮/働面のへこ升置さL良ﾉ偏μヒの筒係t表めｰす曲線ば、柘i

わずかにヒステリシス､特性尤嶼し、皮旭皮ﾉ舞面各部位により一定

の範囲t誦位しヽて＼＼るここしそして良下組綸の特性し曹捧な粕聞

かあることかわかった。團li、一例tして上艇二頭筋中央部位に

おヽける良Ik面のへこ分県き＼L皮肩圧との関係t 示すi のぞある。

B 52

に

㎝

い

筋

る

ま

ー

に

振

膚

ほ

ズ

目

･ど

方

て

に

速

テ

　ー　フ

結

幅

ヘ

ど

的

の

法

０

作

表

そ

さ

ス

ン

果

が

の

振

スカートによる衣服圧が運動時の生理機能と主観に与える影響

　　　　　　　奈良女大家政　Ｏ小松由紀，登倉尋実
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トの形態とウェスト寸法の違い|こよる衣凛圧が運動時の生理機能及び主観

響を与えるのかを調べるために、次の実験を行った。

したスカートは形態がタイトとフレアーの二種類、ウエストのゆとりが＋2

－2 ㎝ 4 (瓜の４種類で計８種類である。F. I. T．方式で製図しトワールを用

た。被験者It 22才の健康な女性4名である。実験はまず、左大腿直筋と左大脊

極を貼り付けて、30回/.i.の速さで３分間の踏み台昇降を行い筋電図を測定す

すばやく椅坐安静位をとり、脈拍数と呼吸数を測定する。次に電極を付けたま

/.i.で３分間の足踏み時の筋電図を測定し、最後に電極を取りはずしてバーピ

実施し、主観調査用紙への記入を行った。スカート８種類×２回を各被験､者毎

に割り付け、約１時間の休憩をはさんで以上を繰り返した。

　踏み台昇降時の大腿直筋の筋電図については。タイトがフレアーより有意に

あった。　これは運動時にタイトでは大腿部に衣服圧が加わり、筋肉あるいは皮

となって筋の収縮が増したと思われる。　またタイトではウエスト寸法が小さい

大、フレアーではその逆の傾向がみられた。
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はフレアーがタイトより有意(こ好成績を示した。

についてはフレアーが回復が早く、ウエスト寸法の大きなスカートがスムー

傾向がみられた。

全般的にフレアーが好成績で、ウエスト寸法はややきつめ･を好むようである。


